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神
郡
宗
像
に
初
夏
の
漂
い

五
月
浜
宮
祭
斎
行

←
至5

. 
宗

浜宮祭 写真右は浜宮（石祠）

風
煎
る
五
月
五
日
こ
ど
も
の
日
、

恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
、
宗
像
市

神
湊
の
浜
宮
で
、
引
き
続
き
同
市

江
口
の
五
月
宮
で
斎
行
さ
れ
た
。

早
朝
、
奉
仕
員
一
同
宗
像
市
神

湊
の
住
宅
街
に
鎮
座
す
る
浜
宮
へ

出
向
。
浜
宮
の
御
社
殿
は
石
祠
で
、

た
め
つ
も
の

そ
の
御
神
前
に
海
川
山
野
の
味
物

ち
ま
さ

に
加
え
、
『
赤
飯
』
『
粽
』
『
ガ
メ
の
葉

艘
頭
』
『
菖
蒲
酒
』
な
ど
端
午
の
節

句
な
ら
で
は
の
神
館
を
お
供
え
し
、

午
前
十
時
三
十
分
浜
宮
祭
を
斎
行
。

神
島
宮
司
以
下
神
職
四
名

が
奉
仕
し
、
当
大
社
責
任

役
員
氏
子
会
、
地
元
総
代
、

神
湊
地
区
の
各
区
長
を
は

じ
め
地
元
の
方
が
多
数
参

列
し
た
。

引
き
続
き
、
同
市
江
口

の
五
月
ヶ
丘
に
鎮
座
す
る

五
月
宮
へ
移
動
。
五
月
宮

は
大
き
な
榊
の
木
を
御
依

代
と
す
る
神
饉
祭
場
で
、

そ
の
前
庭
に
浜
宮
祭
と
同

じ
く
神
艘
を
お
供
え
し
、

6月祭事暦

午
前
十
一
時
浜
宮
祭
参
列
者
に
加
え
、

江
口
区
の
各
区
長
、
福
岡
県
立
玄

海
少
年
自
然
の
家
関
係
者
、
地
元

の
方
が
多
数
参
列
す
る
中
、
五
月

祭
を
斎
行
し
た
。

同
宮
は
釣
川
の
河
口
に
鎮
座
し
、

海
か
ら
の
浜
風
が
往
時
の
『
濱
殿
』

を
愕
昴
と
さ
せ
る
心
地
よ
い
祭
典

と
な
っ
た
。

祭
典
後
、
五
月
宮
す
ぐ
横
の
当

大
社
五
月
寮
で
直
会
が
催
さ
れ
、

神
島
宮
司
よ
り
五
月
・
浜
宮
祭
の
由

~ 
五月祭写真右は五月祭の依代である神踊
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相
洲
五
郎
入
道
正
宗
、
名
刀
の
代
名
詞

の
こ
と
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の

刀
工
で
あ
る
。
そ
の
作
風
は
、
古
伝
書
に

よ
る
と
地
肌
の
美
し
さ
は
、
「
地
に
真
砂

子
を
敷
く
が
こ
と
し
」
な
ど
と
た
た
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
匂
い
の
ふ
く
よ
か
な
湾
れ

を
基
調
と
し
た
刃
文
を
持
ち
、
焼
刃
の
沸

の
美
を
最
高
に
表
現
し
て
い
る
。

刀
剣
の
鑑
定
は
、
「
増
鏡
」
に
よ
る
と
後
烏

羽
天
型
に
よ
り
平
安
時
代
に
す
で
に
行
わ
れ

て
い
た
。
近
世
に
な
っ
て
本
阿
弥
家
が
目
利

き
と
な
り
、
磨
き
上
げ
ら
れ
て
無
名
に
な
っ

た
刀
剣
に
、
い
か
な
る
刀
工
の
作
か
を
鑑
定

し
、
そ
の
極
め
ら
れ
た
名
を
茎
に
金
象
眼
し

た
。
後
に
血
呈
臣
秀
吉
か
ら
折
紙
を
出
す
こ
と

が
許
さ
れ
、
元
来
贈
物
の
目
録
で
あ
っ
た
も

の
が
正
真
作
で
あ
る
保
証
書
の
役
割
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
折
紙
付
き
と
言
う
言
葉
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。

正
宗
の
刀
は
、
作
風
が
日
本
刀
の
歴
史

を
大
き
く
左
右
し
て
い
る
程
美
術
性
、
芸

術
性
に
優
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

実
用
性
に
も
抜
き
ん
出
て
い
た
。
戦
国
武

将
石
田
三
成
が
所
持
し
て
い
た
太
刀
に
は

棟
に
大
き
な
切
り
込
み
疵
が
あ
る
。
通
常

大
き
な
疵
を
持
っ
た
刀
は
既
に
折
れ
て
い

る
の
が
善
迎
で
、
か
な
り
剛
性
を
持
っ
た

刀
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

先
日
、
テ
レ
ビ
で
刀
の
刃
に
向
け
て
銃

を
撃
つ
場
面
が
あ
っ
た
。
至
近
距
離
か
ら

発
射
さ
れ
た
秒
速
三
百
メ
ー
ト
ル
の
弾
丸

は
真
二
つ
に
切
れ
た
が
日
本
刀
は
刃
毀
れ

―
つ
な
く
、
そ
の
美
し
さ
を
保
っ
て
い
た
。

剛
性
が
証
明
さ
れ
た
瞬
問
で
あ
っ
た
。
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緒
を
交
え
た
挨
拶
が
あ
り
、
参
列
者
一

同
連
綿
と
受
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
憶

い
な
が
ら
菖
蒲
酒
で
乾
杯
゜
楢
の
若
葉

が
敷
か
れ
た
折
敷
に
盛
ら
れ
た
赤
飯
・

ガ
メ
煮
．
腑
粽
を
古
式
ゆ
か
し
く
栗
箸

で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
神
人
和
楽
の
一

刻
を
過
こ
し
た
。

稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
祭
事
で
も
あ

る
こ
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
終
る
と
、
神

郡
宗
像
で
は
田
植
え
が
始
ま
り
、
水
田

の
水
面
に
早
苗
が
影
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

夏
へ
と
近
づ
い
て
い
く
。

F. 

" 

元
来
は
端
午
節
句
の
祝
祭
で
あ
る
が
、
今
か
ら
約
六

0
0
年
前
の
当
大
社
の
祭
事
記
録
（
正

平
年
中
行
事
鎌
倉
期
御
供
下
行
事
・
応
安
神
事
次
第
等
）
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
早
苗
月
（
早
苗

を
植
え
る
時
期
）
の
信
仰
に
外
来
の
節
句
が
相
重
な
り
、
中
世
に
お
け
る
そ
の
祭
事
で
は
田
植

神
事
田
楽
に
加
え
、
京
風
の
競
馬
・
流
鏑
馬
真
弓
（
歩
射
）
等
も
行
わ
れ
、
そ
の
様
子
は
秋
の

さ
つ
き
え

「
放
生
会
j
に
対
し
「
「
五
月
会
j
大
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
程
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

当
時
は
、
海
上
に
社
殿
を
設
け
る
「
浮
殿
造
り
」
の
「
濱
殿
j
と
い
う
御
旅
所
が
江
口
浜
（
河

口
）
に
設
け
ら
れ
て
、
五
月
五
日
こ
の
濱
殿
へ
田
島
宮
（
現

1
1辺
津
宮
）
か
ら
、
三
宮
（
沖
・
中
·
辺

津
宮
）
と
許
斐
宮
（
宗
像
市
王
丸
）
、
織
幡
宮
（
宗
像
市
鏑
崎
）
宗
像
五
社
の
神
輿
が
御
神
幸
し
た
。

現
在
の
浜
宮
・
五
月
宮
い
づ
れ
も
「
濱
殿
」
の
置
か
れ
た
地
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

中
世
に
隆
盛
を
極
め
た
こ
の
祭
事
も
、
宗
像
大
宮
司
家
の
断
絶
等
に
よ
り
江
戸
期
に
は
中

絶
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
五
旦
―

-
0
0年
振
り
に
斎
行
さ
れ
今
日
に
至
る
。

当
時
を
伝
え
る
社
報
「
宗
像
」
二
十
九
号
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
一
日
発
行
）
に
は
、
宗
像
市

郡
内
の
神
職
ら
が
奉
仕
し
、
十
二
体
の
神
簾
が
刺
し
立
て
ら
れ
た
こ
と
、
一
五

0
人
の
参
列

が
あ
っ
た
こ
と
、
浜
宮
祭
終
了
後
、
み
あ
れ
祭
の
御
座
船
と
同
じ
く
紅
白
の
「
吹
き
流
し
」
を

靡
か
せ
、
五
月
宮
ま
で
陸
上
神
幸
し
た
こ
と
等
、
当
時
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

浜宮祭

`: 

•・ヽ
・

、＾ • 

五月祭

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
五
月

七
日
、
『
宗
像
大
社
菊
花
会
（
会
長

1
1
高

島
霊
戊
兵
』
が
、
地
元
玄
海
小
学
校
へ

菊
栽
培
に
必
要
な
肥
料
等
の
資
材
を
贈

る
贈
呈
式
が
、
今
年
も
同
小
体
育
館
で

行
わ
れ
た
。

こ
の
資
材
贈
呈
式
は
、
玄
海
小
学
校

児
童
を
は
じ
め
早
川
正
史
校
長
以
下
各

教
員
、
P
T
A
の
熱
い
思
い
を
受
け
て
、

今
年
で
早
五
年
目
を
迎
え
た
。

全
校
朝
礼
終
了
後
、

同
校
児
童
代
表
へ
当

大
社
職
員
よ
り
菊
資

材
が
手
渡
さ
れ
る
と
、

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
、
秋

に
は
立
派
な
菊
を
咲

か
せ
ま
す
」
と
大
き
な

声
で
御
礼
の
言
葉
を

ちた
、
こ
こ
、
こ
。

童
し
t
t
し
t

児る
続
い
て
、
玄
海
小

取
+ 

竺
子
校
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

辺
ア
団
体
『
匠
の
会
（
会

資菊
長
1
1

大
森
正
史
氏
）
』

リょ員
に
よ
る
菊
作
り
の
講

職社
話
が
あ
り
、
贈
呈
式

大当
は
終
了
し
た
。

玄
海
小
学
校
で
は
児
童
の
情
操
教
育

の
一
環
と
し
て
、
宗
像
大
社
菊
花
会
・
匠

の
会
な
ど
の
全
面
協
力
を
得
て
、
平
成

十
二
年
か
ら
全
校
生
徒
で
菊
作
り
を
行
い
、

秋
に
は
校
内
菊
花
展
を
開
催
す
る
と
共
に
、

十
一
月
に
当
社
境
内
で
催
す
西
日
本
菊

花
大
会
に
、
生
徒
達
が
丹
精
込
め
て
作

っ
た
菊
を
出
品
し
て
い
る
。

一
・
ニ
年
生
、
三
・
四
年
生
、
五
・
六
年

生
と
学
年
に
よ
り
育
て
る
品
種
も
違
い
、

宗
像
大
社
菊
花
会

玄
海
小
学
校
に
菊
資
材
を
贈
呈

'··;—­児童代表による御礼の挨拶
-'→八5-―',
「匠の会」による菊作りについての講演

学
年
が
上
が
る
ほ
ど
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
き
、
五
・
六
年
生
で
は
『
大
輪
の
三

本
仕
立
て
』
を
作
る
。
神
郡
宗
像
の
秋

を
彩
る
子
供
達
の
菊
が
、
今
か
ら
待
ち

遠
し
い
。
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氏
八
満
神
社立
柱
祭
・

去
る
、
四
月
二
十
一
日
氏
八
満
神
社

本
殿
の
立
柱
祭
並
び
に
上
棟
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。

氏
八
満
神
社
は
、
宗
像
大
社
の
上
高

宮
斎
場
が
あ
る
宗
像
山
の
中
腹
に
鎮
座

す
る
田
島
区
の
産
土
神
で
、
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）
創
立
と
い
わ
れ
て
い
る
。

御
祭
神
は
第
七
十
七
代
宗
像
大
宮
司

正
氏
の
後
室
、
菊
姫
（
第
七
十
八
代
宗
像

上
棟
祭
斎
行

大
宮
司
氏
雄
の
室
）
、
侍
女
四
柱
（
花
尾

局
・
小
夜
女
・
三
ヶ
月
・
小
少
将
）
を
御
奉

斎
し
、
併
せ
て
上
高
宮
（
初
代
大
宮
司

宗
像
清
氏
の
霊
）
、
稲
庭
上
神
社
、
中

殿
社
、
貴
船
神
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
本
殿
、
拝
殿
と
も
老
朽
化
が
す

す
み
、
十
年
前
よ
り
田
島
区
の
氏
子
で
浄

財
の
禎
立
を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
た
。
昨

年
、
あ
る
程
度
の
資
金
に
達
し
た
こ
と
に

邑
9
]
[
`

、
四
日
に
は
改
築
の
起

工
奉
告
祭
、
仮
殿
遷

:

J

 

／
＼
／
座
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

笈
．
立
柱
祭
・
上
棟
祭

双
の
当
日
は
、
宗
像

ヽ
／
a
大
社
よ
り
神
職
三

パ
名
と
施
工
業
者
（
株
）

4

弘
江
組
代
表
取
締

役
花
田
和
彦
氏
深

田
組
社
長
深
田
和

也
氏
外
工
匠
五
名

が
祭
典
を
奉
仕
し
た
。

午
前
十
時
、
立
柱

祭棟
祭
を
斎
行
。
修
祓
、

上

降
神
の
儀
、
斎
主
祝
詞
奏
上

に
つ
づ
き
立
柱
の
儀
が
行
わ
れ
、

工
匠
が
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
に

つ
き
、
花
田
工
匠
長
の
合
図

に
よ
り
、
振
幣
役
の
エ
匠
が

幣
を
左
、
右
、
左
と
振
り
「
エ
·

イ
・
エ
イ
・
エ
ー
イ
」
と
唱
え
、

振
幣
の
棒
尻
で
幣
盤
木
を
憧
i
­

く
と
、
こ
の
音
を
合
図
に
応

声
役
が
「
オ
ー
」
と
答
え
、
槌

打
役
が
声
に
応
じ
て
木
槌
で

柱
固
め
を
行
う
と
、
清
々
し

い
槌
音
が
境
内
に
孵
き
渡
っ
た
。

最
後
に
参
列
者
一
同
が
玉
串

拝
礼
を
行
い
立
柱
祭
は
終
了

し
た
。

午
後
四
時
半
に
は
上
棟
祭

が
斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
前
、
大
屋
根
の

中
央
に
幣
串
を
、
左
右
に
破
閲
矢
を
（
天

の
弓
地
の
弓
）
置
き
斎
場
を
調
え
た
。

修
祓
の
儀
、
降
神
の
儀
、
祝
詞
奏
上
に

つ
づ
き
、
上
棟
の
儀
を
行
う
。
先
ず
、

引
き
網
の
儀
が
行
わ
れ
、
参
列
し
た
氏

八
満
神
社
改
築
建
設
委
員
会
吉
武
正
行

委
員
長
を
始
め
委
員
一
同
、
宗
像
大
社

高
向
権
宮
司
、
氏
八
満
神
社
責
任
役
員
、

田
島
区
長
外
関
係
者
一
同
が
紅
白
の
引

き
綱
握
り
、
振
幣
役
の
掛
け
声
に
合
わ

せ
、
「
エ
イ
・
エ
イ
・
エ
ー
イ
」
と
唱
え
、

三
度
綱
を
曳
く
。
同
じ
所
作
を
三
度
繰

り
返
し
行
い
棟
木
を
上
げ
た
。
続
い
て

工
匠
四
名
が
屋
根
に
上
り
、
振
幣
役
が
、

御
屋
根
を
見
上
げ
「
千
歳
棟
」
と
大
声
で

唱
え
、
幣
を
振
る
と
、
棟
に
上
が
っ
た

応
声
役
が
「
オ
ー
」
と
答
え
、
槌
打
役
二

員
が
棟
木
の
本
末
を
打
ち
固
め
た
。
続

い
て
「
万
歳
棟
」
と
、
三
度
目
は
「
永
水
棟
」

と
唱
ぇ
幣
を
振
り
、
木
槌
で
棟
木
を
打

ち
固
め
、
家
屋
の
神
·
工
匠
の
神
に
神

殿
の
守
護
を
願
っ
た
。
最
後
に
参
列
者

一
同
玉
串
を
捧
げ
無
事
竣
工
を
祈
念
し
、

上
棟
祭
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

こ
の
後
の
祭
儀
と
し
て
は
、
八
月
に

拝
殿
の
上
棟
祭
を
、
十
一
月
に
は
正
遷

座
祭
を
斎
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

立柱祭

建設委員会、行政関係、宮総代らの面々
ｷ--ｷ-

施工業者らによる立柱の儀
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平
成
十
六
年
度
宗
像
大
社
奨
学
金
・
宗
像
大
社
荒
井
奨
学
金

受
給
生
奉
告
祭
S

受
給
生
は
延
べ
六
九
五
人
に

S

四
月
二
十
九
日
昭
和
祭
で
賑
わ
う
御

本
殿
で
、
平
成
十
六
年
度
宗
像
大
社
奨

学
金
・
宗
像
大
社
荒
井
奨
学
金
受
給
生

の
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
年
度
の
受

給
が
決
定
し
て
い
る
六0名
が
御
神
前

で
勉
学
に
励
む
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

当
日
は
宗
像
市
・
郡
内
の
中
学
を
卒

業
し
た
高
校
一S
三
年
生
六
十
人
が
保

護
者
と
と
も
に
御
本
殿
に
参
集
し
、
午

前
十
一
時
か
ら
の
「
昭
和
祭
」

に
参
列
し
た
。
昭
和
祭
終
了

後
、
拝
殿
に
昇
殿
し
奉
告
祭

を
斎
行
。
宗
像
市
郡
校
長
会

代
表
に
続
い
て
奨
学
生
代
表

が
玉
串
を
捧
げ
、
宗
像
大
神

様
に
立
派
な
社
会
人
に
な
る

よ
う
勉
学
に
勤
し
む
こ
と
を

誓
っ
た
。

祭
典
後
は
清
明
殿
で
、
「
選

定
書
授
与
式
」
と
「
説
明
会
」

が
行
わ
れ
、
神
島
宮
司
か
ら

n"3 舞
宗
像
大
社
奨
学
金
選
定
書
を
、

安膚
当
大
社
の
奨
学
金
制
度
に
賛

たれ
同
さ
れ
平
成
十
二
年
か
ら
支

さ輯
給
し
て
い
る
宗
像
大
社
荒
井

で祭
奨
学
金
選
定
書
を
、
（
株
）
セ

.
9
{
8
蜘
ン
ト
ラ
ル
・
ユ
ニ
会
長
の
荒

井
範
雄
氏
が
御
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ

た
為
、
宗
像
市
郡
中
学
校
長
会
を
代
表

し
中
冨
校
長
（
玄
海
中
学
校
）
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
手
渡
さ
れ
た
。

そ
の
後
担
当
神
職
が
説
明
を
行
い
、

直
会
と
し
て
大
社
手
作
り
の
「
か
し
わ

弁
当
」
を
一
同
で
頂
き
、
本
年
度
の
受

給
奉
告
祭
を
終
了
し
た
。

当
大
社
の
奨
学
金
制
度
は
、
昭
和
三

昭和祭で玉串を捧げる受給生代表と保護者

十
四
年
十
一
月
十
一
日
、
今
上
陛
下
の

御
成
婚
を
記
念
し
て
制
定
、
翌
年
の
昭

和
三
十
五
年
に
第
一
期
生
と
し
て
、
宗

像
市
郡
内
の
中
学
校
出
身
者
（
当
時
は

六
中
学
校
）
に
支
給
さ
れ
、
現
在
は
宗

像
市
・
郡
内
十
中
学
校
よ
り
各
校
二
名

づ
つ
毎
年
二
十
名
に
支
給
し
て
い
る
。

今
春
の
新
受
給
生
二
十
名
で
延
べ
人
数

は
六
九
五
人
に
の
ぼ
る
。

「
郷
土
を
愛
し
、
将
来
の
日
本
を
背

負
う
有
為
な
人
材
の
育
成
」
（
宗
像
大
社

奨
学
金
受
給
生
規
約
よ
り
）
の
制
定
の

趣
旨
に
そ
ぐ
っ
た
社
会
人
に
な
る
こ
と

を
切
望
す
る
。

神島宮司より宗像大社奨学金の選定書を受ける受給生代表

" 

II 

第
四
十
四
期
新
奨
学
生

古
賀
克
裕
（
大
島
中
卒
）

船
越
麻
衣
（
＂
）

成
清
雄
太
（
玄
海
中
卒
）

黒
木
志
惟
名

(
I
I
)

宮
本
和
毅
（
日
の
里
中
卒
）

野
副
沙
季

(
I
I
)

伊
豆
夏
織
（
宗
像
中
央
中
卒
）

岳
藤
佑
輔

(
I
I
)

松
尾
俊
寛
（
城
山
中
卒
）

橘
陽
子
（
）

山
岡
秀
成
（
河
東
中
卒
）

平
田
隼
一
(
”
)

岩
美
奈
子
（
自
由
ヶ
丘
中
卒
）

白
石
沙
紀
(
”
)

長
拓
也
（
津
屋
崎
中
卒
）

小
島
美
希
(
f
f
)

木
村
誠
也
（
福
間
中
卒
）

山
中
彩
華
(
”
)

新
水
麻
里
（
福
間
東
中
卒
）

竹
本
満
（
）

二
0
名

中冨校長より宗像大社荒井奨学金の選定書を受ける受給生代表

平
成
十
六
年
度
の
『
奨
学
金
受
給
生
便
り
』
は

六
ベ
ー
ジ
下
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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玄
海
未
来
塾

沖
ノ
島
清
掃
奉
仕

当
大
社
沖
津
宮
が
鎮
座
す
る
沖
ノ

島
で
四
月
二
十
一
日
、
宗
像
市
の
町

お
こ
し
グ
ル
ー
プ
『
玄
海
未
来
塾
（
吉

武
邦
彦
代
表
）
』
の
会
員
十
六
人
が
清

掃
奉
仕
を
行
っ
た
。

沖
ノ
島
は
島
全
体
が
御
神
域
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
一
般
人
の
上
陸
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
同
グ
ル
ー
プ

は
六
年
前
か
ら
、
年
に
一
度
一
般
の

参
拝
が
可
能
な
毎
年
五
月
二
十
七
日

の
現
地
大
祭
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
し
て
い
る
。

宗
像
市
の
沖
合
い
約
六
0
キ
ロ
に

浮
か
ぶ
、
周
囲
四
キ
ロ
の
沖
ノ
島
に

上
陸
後
、
全
員
で
海
に
入
り
瞑
を
し
、

沖
津
宮
で
正
式
参
拝
。

そ
の
後
、
本
殿
に
積
も
っ
た
落
ち

葉
を
落
と
し
た
り
、
海
岸
に
流
れ
着

い
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
回
収
し
た
ゴ

ミ
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
。
ハ
ン
グ

ル
文
字
が
書
か
れ
た
容
器
や
、
メ
キ

シ
コ
製
の
ボ
ー
ル
も
あ
っ
た
。

．
周
知
の
通
り
、
宗

像
市
・
大
島
村
で
は
昨

年
末
か
ら
沖
ノ
島
を

中
心
と
し
た
宗
像
地

域
の
世
界
遺
産
登
録

運
動
が
本
格
化
し
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
の
が
こ
の
「
沖
ノ
島
」

で
あ
る
。

玄
海
未
来
塾
の
吉

武
代
表
は
「
宗
像
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
地
域

の
宝
を
、
い
つ
ま
で

も
守
り
続
け
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
た
。

神
宮
で
は
、
平
成
二
十
五
年
斎
行
の

第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
に
あ
た
り
、
先

こ
ち
ょ
う
き
ょ

般
、
天
皇
陛
下
の
御
聴
許
を
賜
り
本
格

的
な
準
備
が
開
始

さ
れ
た
。
主
要
な

十
二
の
お
祭
り
の

日
時
は
天
皇
陛
下

t
'
J
じ
じ
ょ
う

よ
り
御
治
定
を
仰
ぎ
、

や
ま
ぐ
ち
さ
い
こ
の

来
春
の
山
口
祭
・
木

も
と
さ
い

本
祭
を
皮
切
り
に
、

九
年
間
に
約
三
十

回
の
お
祭
り
が
各

宮
社
で
斎
行
さ
れ

る
と
い
う
。
さ
て
、

料
今
回
こ
紹
介
の
撤

御宮
下
神
宝
は
次
の
品

見夜月
で
あ
る
。

宮
一
、
御
櫛
箆
一
合

別暉
附
櫛
七
枚

大
と
よ
う
け
の
だ
い
じ
ん
ぐ
う
べ
っ
ぐ
う

受
豊
受
大
神
宮
別
宮

豊
っ
き
よ
み
の
み
や

月
夜
見
宮
御
料

七
櫛
を
入
れ
る
箱
で
、

枚櫛附
覆
蓋
造
に
な
っ
て

合
い
る
。
外
側
は
黒

筈
漆
塗
に
銀
平
文
で

櫛御
施
さ
れ
た
唐
花
唐
草
、

鳳
凰
、
飛
雲
の
文
様
を
散
ら
し
、
身
の

内
側
に
は
赤
地
唐
錦
が
張
っ
て
あ
る
。

銀
平
文
と
は
、
漆
塗
の
途
中
で
文
様
を

大
社
の
御
神
宝1
0

S

昭
和
の
御
造
営
③S

切
り
取
っ
た
銀
の
薄
板
を
張
り
、
さ
ら

に
漆
を
塗
り
重
ね
て
か
ら
漆
の
表
面
を

研
ぎ
出
し
て
文
様
を
表
す
も
の
で
、
奈

良
時
代
か
ら
行
わ
れ
た
漆
工
技
法
に
よ

る
文
様
の
名
称
で
あ
る
。
正
倉
院
の
御

ひ
ら

物
に
も
数
多
く
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
「
平

だ
つ
も
ん

脱
文
」
と
呼
ば
れ
る
。
前
回
ご
紹
介
し

ろ
く
ろ

た
御
鏡
に
付
属
す
る
朧
櫨
筈
に
も
同
じ

技
法
が
施
さ
れ
て
い
る
。
御
櫛
箆
に
は

つ
げ

付
属
品
と
し
て
七
枚
の
黄
楊
の
櫛
が
あ

る
。
日
本
古
来
の
櫛
は
竹
の
竪
櫛
で
あ

っ
た
が
、
御
料
の
櫛
は
横
櫛
で
、
こ
れ

も
唐
の
影
響
を
受
け
奈
良
朝
以
降
に
さ

か
ん
に
用
い
ら
れ
た
形
で
あ
る
。
七
枚

の
櫛
は
赤
地
唐
錦
の
袋
に
入
れ
て
納
め

て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
式
年
遷
宮
の
始
ま
り
は

い
つ
に
遡
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
遠

く
白
鳳
時
代
の
天
武
朝
に
制
定
さ
れ
、

持
統
天
皇
の
御
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
。
南
北
朝
時
代
か
ら
満
二
十
一
年
目

こ
と
に
遷
宮
は
行
わ
れ
、
途
中
、
戦
乱

に
よ
る
中
絶
の
時
代
が
あ
っ
た
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
に
六
十
一
回
を
数
え
る
。
ニ

十
年
ご
と
に
新
地
へ
御
殿
舎
を
造
替
し
、

そ
こ
に
神
々
を
遷
し
、
御
装
束
や
御
神

宝
を
新
調
し
奉
る
と
い
う
御
儀
は
、
先

人
の
努
力
に
よ
り
絶
え
る
こ
と
無
く
繰

り
返
し
行
わ
れ
た
。
こ
の
千
三
百
年
の

歴
史
と
伝
統
か
ら
は
、
人
々
の
掘
ぎ
無

い
、
熱
烈
な
信
仰
心
が
う
か
が
え
る
。
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四
月
に
津
屋
崎
小
学
校
校
舎
内
に
「
在

自
唐
坊
跡
展
示
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

平
成
六
年
二
月
に
津
屋
崎
小
学
校
校

庭
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

時
に
津
屋
崎
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
で
大
溝

や
井
戸
、
柱
穴
、
祭
祀
等
の
生
活
・
信
仰

追
構
が
確
認
さ
れ
木
簡
や
中
国
宋
代
の

龍
泉
窯
系
青
磁
や
同
安
窯
系
青
磁
白
磁

な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
が
大
量
に
出
土
し
た
。

ま
た
こ
の
付
近
の
地
名
が
と
う
唐
防
（
古

く
は
唐
坊
）
地
と
か
柳
ヶ
宿
と
呼
ば
れ
、

中
国
貿
易
と
関
わ
り
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

遺
跡
の
正
式
名
称
は
在
自
西
ノ
後
遺
跡

（続）

で
あ
る
。
「
唐

は
唐
人
・
坊

は
区
画
を

表
す
言
葉
で
、

唐
坊
と
は
唐
人
の
住
む
一
角
の
意
味
と

思
わ
れ
、
い
わ
ば
唐
人
街
で
あ
る
。
唐

防
地
の
地
は
、
郡
市
的
な
場
所
の
特
徴
、

つ
ま
り
賑
や
か
な
土
地
の
意
味
と
い
わ

れ
て
い
る
」
（
網
野
善
彦
著
『
中
世
都
市
諭

「
日
本
中
世
都
市
の
世
界
」
』
）
。
要
す

る
に
唐
防
地
と
は
「
唐
人
（
居
留
外
国
人
）
」

の
住
む
賑
や
か
な
地
域
の
意
で
あ
ろ
う
。

「
津
屋
崎
の
唐
防
地
は
柳
ノ
宿
と
呼
ば
れ

て
い
て
繁
華
な
土
地
柄
を
思
わ
せ
る
」
（
津

屋
崎
町
史
）

中
国
人
の
居
住
地
を
あ
ら
わ
す
地
名
、

柳
ノ
宿
な
ど
の
地
名
が
残
る
追
跡
も
あ
り
、

大
量
の
輸
入
陶
磁
器
群
と
な
れ
ば
、
こ

こ
が
中
世
に
お
い
て
歴
史
的
・
文
化
的
に

重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
か
理
解
で
き
よ
う
。

そ
の
一
角
が
保
存
展
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

原
始
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
追
跡
や

古
墳
の
保
存
は
あ
る
が
、
中
世
の
追
構

が
残
さ
れ
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。
学

校
内
に
追
跡
を
持
ち
、
調
査
後
保
存
さ

れ
て
い
る
例
は
、
福
岡
市
博
多
区
の
博

い
し
い
た
だ
し

~
·
µ
,
、
{

A
 

184 

九
：
O
O
S

一
七

無
料

0
九
四
0
(五
二
）
―
二
三
四

（
内
線
二
六
0
)

津
屋
崎
町
古
墳
公
園
建
設
準
備
室

開
館
時
間

入
館
料

問
合
せ
先

0
0
 

多
小
学
校
と
西
区
の
西
南
学
院
大
学
で

共
に
元
寇
防
塁
の
石
造
物
で
あ
る
。

辿
跡
を
残
し
、
公
開
展
示
ま
で
行
っ

た
津
屋
崎
町
の
文
化
財
行
政
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
い
。

辿
構
は
上
か
ら
見
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
柱
穴
土
器
溜
り
、
井
戸
址
な
ど

が
見
え
る
。
全
体
的
に
は
広
々
と
し
て

い
る
。
解
説
も
平
易
で
あ
る
。
陳
列
ケ

ー
ス
に
は
、
出
土
し
た
木
筒
や
下
駄
、

ひ
つ

曲
物
植
、
箱
陶
磁
器
類
は
す
ぐ
そ
ば
で

見
れ
る
の
も
よ
い
。

町
内
の
出
土
辿
物
も
併
せ
て
展
示
さ

れ
て
い
る
。
勝
浦
高
原
迫
跡
5
2号
貯
蔵

穴
出
土
の
銅
鐸
鋳
型
、
新
原
・
奴
山
4
4号

墳
出
土
の
鋸
、
生
家
釘
ヶ
裏
辿
跡
出
土

の
移
動
式
カ
マ
ド
、
在
自
小
田
迫
跡
出

土
の
陶
質
土
器
の
壷
、
勝
浦
水
押
古
墳

群
出
土
の
金
銅
装
頭
椎
大
刀
は
出
土
物

と
復
元
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
も

古
代
史
に
お
け
る
津
屋
崎
の
文
化
的
高

さ
を
示
す
も
の
で
、
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

見
学
は
学
校
内
に
あ
る
た
め
平
日
は

出
来
な
い
。
土
日
祝
及
び
学
校
休
校
日

に
見
学
で
き
る
。

福
岡
大
学
附
屈
大
滋
高
等
学
校

東
海
大
学
第
五
高
等
学
校
三
年

川
元
瀬
里
名

（
日
の
里
中
学
校
卒
）

こ
の
前
、
宗
像
大
社
に
行
き
、
奨
学
金
の
奉
告
祭
・
説
明
会
等
に
出
席
し
ま
し
た
。

大
社
に
入
っ
た
と
き
、
僕
は
と
て
も
な
つ
か
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
僕
は
、
幼
稚
園
の

頃
か
ら
「
宗
像
大
社
春
季
奉
納
剣
道
大
会
」
と
い
う
毎
年
行
わ
れ
る
剣
道
の
試
合
に
出
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
の
中
で
も
一
番
僕
が
思
い
出
と
し
て
残
っ
た
の
は
、
小
学
六
年
生
の
時
に
、
こ
の
大
会
で
準
優

勝
を
し
た
こ
と
で
す
。
あ
れ
が
最
高
の
思
い
出
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
中
学
の
部
活
に
入
っ
て
か
ら
は

不
調
で
鋲
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
今
回
僕
が
日
の
里
中
の
代
表
と
し
て
、
奨
学
金
受
給
生
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
つ
ら
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
振
り
切
り
、
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
ま
た
剣
道
部
に
入

る
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
大
深
高
校
は
進
学
校
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
勉
強
を
主
に

新
し
い
西
臼
校
生
活
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
奨
学
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
通
学
用
の
J

R

の
定
期
券
、
地
下
鉄
の
定
期
券
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
河
東
中
学
校
卒
）

私
は
今
年
の
受
給
生
説
明
会
に
出
席
し
て
、
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
担
当
者
の
方
が
「
こ
の
奨

学
金
は
神
様
が
あ
な
た
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
神
様
か
ら
お
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。
今
ま
で
自
分
は
す
こ
し
調
子
に
の
っ
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
神
様
が
喝
を
入

れ
て
く
だ
さ
る
た
め
に
、
奨
学
金
の
保
証
人
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
揉
め
て
、
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
今
私
は
、
立
派
な
正
し
い
考
え
方
を
も
つ
、

常
識
的
な
大
人
に
絶
対
な
り
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
不
合
格
と
な
っ
た
高
校
に
通
う
人
に
は
大
学
受
験
で
は
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
父
親
が
い
な
く
て
も
立
派
な
祖
父
が
い
な
く
て
も
、
両
親
健
在
の
人
よ
り
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
う
強
く
思
え
る
き
っ
か
け
を
神
様
が
私
に
与
え
て
下
さ
っ
た
と
、
最
近
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
者
の
方
が
「
神
様
が
味
方
に
つ
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
事
は
本
当
だ
と
思
い
ま
し
た
。
考
え
方
が
変
わ
っ
た
の
で
気
持
ち
が
と
て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
保
証
人
の
件
で
は
、
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
配
殴
を
し
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
と
一
年
問
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
年
宮
本
和
毅

平
成
十
六
年
度
宗
像
大
社
奨
学
金
受
給
生
便
り
①
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溢※込卒、
竣工当時、東洋一を誇った千葉製油所も石油業法により、生産は能力の半分に制限された。

石
連
脱
退
、

出
光
興
産
株
式
会
社

出
光
佐
一
―
―

「
自
由
競
争
さ
せ
よ
、
需
給
の
調
整

や
価
格
の
決
定
は
市
場
に
任
せ
よ
。

業
者
は
消
費
者
の
た
め
、
社
会
的
使
命

と
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
事
業
経
営

に
当
た
れ
」

い
わ
ば
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
流
の
自

由
競
争
原
理
を
サ
ム
ラ
イ
の
倫
理
観

で
実
行
す
る
。

こ
れ
が
佐
三
の
主
張
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
創
業
以
来
の
悪
戦
苦
闘
の

中
で
培
わ
れ
た
、
強
い
自
信
の
裏
打
ち

が
あ
っ
た
。

事
実
、
佐
三
は
こ
の
こ
ろ
石
油
審
議

会
で
意
見
を
聞
か
れ
た
と
き
、
委
員
た

ち
を
「
学
識
無
経
験
者
」
と
決
め
つ
け

て
い
る
。

「
学
識
無
経
験
者
か
ら
み
れ
ば
立
派
な

法
律
だ
ろ
う
が
、
私
の
よ
う
に
一
生

を
石
油
に
さ
さ
げ
て
お
る
経
験
の
あ

る
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
天
下

の
悪
法
で
あ
る
」
と
、
佐
三
は
言
っ
た
。

業
界
の• 

匹
狼
に

惰
そ
の

1
5

一
九
六
三
年
度
（
昭
和
三
十
八
年
度
）
｛

に
な
っ
て
も
市
況
の
混
乱
は
収
ま
ら
一

な
か
っ
た
。
生
産
調
整
の
任
に
当
た
一

る
石
油
連
盟
は
、
そ
れ
で
も
方
式
を
一

改
め
よ
う
と
せ
ず
、
通
産
省
も
前
年
一

度
方
式
を
踏
襲
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
一

こ
れ
が
九
月
ま
で
続
く
。
一

出
光
は
こ
こ
で
、
石
油
連
盟
脱
退
一

と
い
う
非
常
手
段
に
出
た
。
生
産
計
ー

画
は
自
社
で
作
る
と
決
め
、
あ
え
て
一

通
産
省
と
石
連
に
反
旗
を
ぴ
る
が
え
ー

し
た
。
最
新
の
千
葉
石
油
所
の
生
産
一

を
抑
え
ら
れ
、
製
品
を
市
場
で
手
当
一

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
一

不
自
然
な
状
況
に
耐
え
き
れ
な
か
っ
た
。
一

佐
三
は
記
者
会
見
で
「
石
油
政
策
を
一

正
道
に
戻
す
た
め
」
と
説
明
し
た
。
新
一

聞
記
者
た
ち
は
佐
三
を
「
業
界
の
一
匹
一

狼
」
と
呼
ん
だ
。

ま
さ
か
の
脱
退
だ
か
ら
、
業
界
も
~

通
産
省
は
福
田
一
大
臣
み
ず
か
ら
が
一

佐
三
に
面
会
を
求
め
た
。
一

ふ
た
り
は
日
比
谷
の
日
活
ホ
テ
ル
ー

で
会
っ
た
。
以
下
は
佐
三
の
話
で
あ
る
。
一

福
田
大
臣
は
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
一

い
き
な
り
「
出
光
さ
ん
、
あ
ん
た
ね
、
一

人
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
て
い
る
一

と
き
に
、
自
分
だ
け
勝
手
な
こ
と
言
一

っ
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
た
。
一

佐
三
も
す
ぐ
こ
れ
に
応
じ
た
。
一

「
大
臣
、
あ
な
た
は
な
ん
で
す
か
。
石
一

< 
油
業
界
の
こ
と
を
知
っ
て
そ
ん
な
こ

と
を
言
う
の
で
す
か
、
知
ら
ず
に
言

う
の
で
す
か
」

大
臣
は
ぐ
っ
と
詰
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
佐
三
は
、
国
際
石
油
カ

ル
テ
ル
の
強
さ
怖
さ
、
出
光
だ
け
が

国
際
資
本
に
ぴ
ざ
を
屈
す
る
こ
と
な

「
国
家
の
た
め
消
費
者
の
た
め
に
」
奮

闘
し
て
い
る
こ
と
、
出
光
が
な
か
っ

た
ら
、
日
本
の
消
費
者
は
ぴ
ど
い
目

に
あ
う
だ
ろ
う
、
と
答
え
た
。

福
田
氏
は
、
の
ち
に
衆
議
院
議
長

な
ど
を
歴
任
し
た
政
界
の
大
物
で
、

筆
者
も
記
者
と
し
て
接
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
飾
り
の
な
い
誠
実
な
人
柄

で
あ
っ
た
。

佐
三
に
よ
る
と
、
大
臣
は
「
そ
う
で

す
か
」
と
繰
り
返
し
な
が
ら
、
帰
り
ぎ

わ
に
三
回
ほ
ど
オ
ー
バ
ー
を
着
た
り

脱
い
だ
り
し
た
。

そ
の
後
、
福
田
大
臣
、
植
村
石
油

審
議
会
会
長
、
佐
三
の
三
者
で
妥
協

の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
、
六
六
年
九

月
に
は
三
木
武
夫
通
産
大
臣
が
、
生

産
調
整
撤
廃
を
言
明
し
た
。
こ
れ
で
、

出
光
は
石
連
に
復
帰
し
た
。

佐
三
は
の
ち
、
「
狼
の
方
が
正
し
か

っ
た
ん
じ
ゃ
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
国

家
権
力
を
相
手
に
し
た
命
が
け
の
戦

い
で
あ
っ
た
。
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田 浮
向
則
正

父
の
顔
写
真
で
に
し
か
わ
れ
知
ら
ず
思
い
出
な
き
に
夢
に
ま
た
出
づ

（
評
）
先
の
大
戦
で
戦
死
し
た
父
恋
い
の
歌
。
父
の
顔
す
ら
知
ら
ず
母
の
手
―
つ
で
育
っ
た
人
達

が
今
の
平
和
な
日
本
を
作
っ
て
き
た
の
に
、
ま
た
戦
争
の
匂
い
が
す
る
今
の
時
代
に
生
ま
れ
る
べ

く
し
て
生
ま
れ
た
歌
。

0
あ
の
戦
争
忘
れ
る
た
め
に
あ
り
経
た
る
六
十
年
か
春
露
立
つ

と
私
も
詠
っ
た
。

日
の
里
石
松
弘
次

ざ
わ
ざ
わ
と
楠
の
若
葉
の
掘
ぐ
日
を
人
質
三
人
俯
き
遠
る

（
評
）
風
に
揺
れ
る
楠
の
若
葉
は
、
官
民
を
あ
げ
て
異
常
と
ま
で
言
え
る
バ
ッ
シ
ン
グ
の
声
を
あ

ら
わ
し
、
そ
の
中
を
帰
国
し
た
三
人
の
心
情
を
「
俯
き
」
と
表
現
し
、
三
人
を
い
た
わ
る
作
者
の
こ

こ
ろ
は
優
し
く
、
巧
み
な
一
首
で
あ
る
。

日
の
里
大
和
美
由
紀

ふ
る
里
の
川
の
流
れ
は
変
ら
ね
ど
並
び
て
四
、
五
戸
廃
屋
と
な
る

（
評
）
「
私
の
郷
里
柳
河
は
水
郷
で
あ
る
。
さ
う
し
た
静
か
な
廃
市
の
―
つ
で
あ
る
。
」
と
書
い
た

白
秋
の
故
郷
を
恋
し
く
思
っ
こ
こ
ろ
と
は
や
や
違
う
。

0
水
菰
刈
る
信
濃
の
奥
の
わ
が
里
の
絶
滅
危
惧
種
ヒ
ト
科
の
コ
ド
モ
山
田
宗
夫

と
詠
っ
た
私
の
友
人
の
気
持
に
近
い
、
益
々
さ
び
れ
る
過
疎
の
故
郷
を
嘆
く
歌
で
あ
る
。

鐘
崎
安
永
久
子

中
国
語
講
義
す
る
人
受
け
る
人
病
院
に
貴
重
な
び
と
と
き
の
あ
り

（
評
）
入
院
が
一
年
以
上
の
人
達
が
多
か
っ
た
戦
後
の
結
核
病
院
で
は
、
退
屈
な
日
々
を
ま
ぎ
ら

す
た
め
に
、
俳
句
の
会
、
短
歌
の
会
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
が
、
作
者
の
入

院
し
て
い
る
病
院
で
は
、
中
国
語
の
講
義
と
か
、
時
代
の
推
移
を
感
じ
さ
せ
る
一
首
で
あ
る
。
作

者
の
習
得
し
た
中
国
語
を
聞
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

野
森

芽
吹
き
初
む
山
に
彩
り
ゐ
し
桜
J
i
t
ふ
く
ま
ま
に
散
り
て
ゆ
く
な
り

（
評
）
今
年
の
桜
は
早
く
咲
き
何
時
ま
で
も
散
ら
ず
に
有
っ
た
。
そ
の
桜
に
も
季
の
移
り
は
確
実

に
迫
っ
て
来
た
。
そ
の
季
の
移
り
を
静
か
に
追
っ
て
い
た
作
者
の
姿
も
見
え
て
く
る
優
れ
た
叙
景

歌
で
あ
る
。

羽

甲
子

第
五
一
四
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日メ
切

-
O
U
 

-
」
'
·

も

大
杉
田
朧
子

な
ら
わ
し
の
如
く
彼
岸
の
入
り
時
化
や
さ
め
時
化
あ
り
て
季
う
つ
り
ゆ
く

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

墨
汁
の
蓋
を
開
け
れ
ば
匂
び
た
つ
墨
の
香
り
に
心
し
づ
ま
る

日
の
里
神
田
一
敏

数
多
な
る
不
幸
を
許
し
給
び
た
し
昭
罪
の
歌
百
作
ら
ん
百
首

朝
野
藤
井
浩
子

南
禅
寺
の
疏
水
酒
酒
と
流
れ
を
り
短
し
と
思
ふ
時
代
の
移
り

大
井
木
原
ふ
さ
子

連
態
と
雪
柳
の
枝
入
り
組
み
て
眩
し
き
ま
で
に
咲
き
撓
み
た
り

池
田
森
龍
子

リ
ュ
ッ
ク
負
ふ
女
二
人
散
歩
す
る
吾
を
横
切
り
野
に
入
り
て
ゆ
く

田
野
森
つ
る
の

庭
木
の
芽
小
雨
に
ぬ
れ
て
伸
び
出
だ
す
漑
き
も
淡
き
も
線
柔
ら
に

神
湊
中
山
千
鶴

雨
戸
う
つ
雨
は
い
つ
し
か
治
り
て
朝
の
び
か
り
に
目
覚
め
の
や
さ
し

牟
田
尻
横
山
雪
子

花
つ
く
り
止
め
て
久
し
き
に
見
せ
先
の
花
苗
の
間
見
回
り
ゆ
く
も

福
間
池
浦
千
鶴
子

ト
ラ
ン
ク
の
音
び
び
か
せ
て
若
き
ら
は
朝
の
通
り
を
足
ば
や
に
ゆ
く

福
間
中
村
勇

無
意
識
に
買
び
し
つ
ま
楊
枝
は
中
国
製
千
本
入
り
が
百
円
な
り
き

福
間
香
月
照
子

カ
ー
テ
ン
の
光
の
中
に
ゆ
れ
て
い
る
楓
の
み
ど
り
で
さ
わ
や
か
な
朝

選
者
詠

吉
野
の
さ
く
ら
大
野
屈
男

あ
け
が
た
の
桜
の
下
に
来
て
わ
れ
は
聰
か
ん
と
ぞ
す
る
花
の
さ
さ
や
き

雫
す
ら
さ
く
ら
の
色
し
て
遠
く
来
し
吾
に
は
う
れ
し
花
に
降
る
雨

花
の
谷
越
え
て
差
し
く
る
夕
つ
日
は
吉
永
神
社
の
お
ほ
杉
て
ら
す

雨
の
あ
とF
弦
の
月
は
か
た
ぶ
き
て
上
千
本
の
花
の
上
に
浮
く

さ
ま

旅
立
た
む
感
に
あ
ら
ず
や
西
行
の
木
像
見
れ
ば
け
は
び
昨
＜

匡L
1エ

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
八
九
）

福
間
森
清

高
ら
か
に
雲
雀
舞
は
ざ
る
世
相
か
な

東
郷
田
中
憲
象

血
る
こ
と
知
ら
ず
に
育
ち
菖
蒲
の
芽

光
岡
白
土
凌
一

春
の
日
に
夜
桜
見
る
か
や
胸
踊
る

日
の
里
花
田
い
つ
枝

雀
ら
の
群
る
る
寺
苑
や
夏
隣

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

目
路
遥
か
帰
雁
の
竿
の
翼
泊
ゆ

吉
田
杏
子

海
の
碧
空
の
青
あ
り
花
四
月

三
浦
美
千
代

カ
ナ
リ
ヤ
と
共
に
歌
び
ぬ
惜
春
譜

田
中
雨
葉

惜
春
や
男
波
女
波
の
磯
洗
ふ

木
原
房
子

郊
の
澄
む
音
の
間
近
か
朝
厨

編
口
後
国
『
『
註
蹟

こ
の
春
に
県
外
へ
異
動
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

宗
像
地
区
の
担
当
を
さ
れ
て
い
た
新
問

記
者
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
新
し
い
赴
任

地
に
も
、
た
ま
た
ま
こ
の
社
報
「
宗
像
j
が

届
い
て
い
た
の
で
あ
る
▼
小
生
こ
の
記

者
様
に
は
広
報
担
当
に
な
っ
て
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
教
え
て
戴
い
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
兼

ね
備
え
た
、
作
家
五
木
寛
之
似
（
恐
ら
く

ち
ょ
っ
と
意
識
し
て
い
た
）
の
渋
い
ベ
テ

ラ
ン
記
者
で
、
口
も
辛
か
っ
た
▼
左
派
新

聞
の
記
者
で
あ
り
勿
論
信
心
家
で
は
な

か
っ
た
が
、
心
筋
梗
塞
を
患
い
改
心
。
御

祓
い
も
受
け
、
神
社
神
道
も
解
っ
て
も
ら

え
た
頃
の
異
動
で
あ
っ
た
▼
新
し
い
赴

任
地
の
近
く
に
あ
る
神
社
に
も
参
拝
し

た
と
お
っ
し
や
っ
て
い
た
。
「
で
も
お
在

銭
あ
げ
な
か
っ
た
な
ぁ
」
相
変
わ
ら
ず
だ

っ
た
。
今
後
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

(
M
.
o
)
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